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■
越
中
島
と
砲
台

　

幕
末
期
、
砲
台
が
越
中
島
に
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
幕
末
期
の

砲
台
と
い
え
ば
、
近
年
賑
わ
い
を
見
せ
る
お

台
場
が
有
名
で
す
が
、
実
は
最
近
の
研
究
に

よ
っ
て
、
元
治
2
年
（
１
８
６
５
）
2
月
、

越
中
島
に
あ
っ
た
幕
府
調
練
場
内
に
砲
台
が

完
成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
明
治
30
年
代
に
商
船
大
学
（
現
在
の

国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学
）
の
転
入
・

整
備
に
よ
り
埋
め
立
て
ら
れ
た
た
め
、
砲
台

の
遺
構
は
現
在
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

推
定
地
周
辺
に
砲
台
の
構
築
材
と
推
定
さ
れ

る
切
石
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平

成
22
年
、
江
東
区
の
史
跡
「
越
中
島
砲
台
跡
」

（
越
中
島
２
│
１
）と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
10
月
の
文
化
財
講
演

会
で
は
、
品
川
区
立
品
川
歴
史
館
の
冨
川
武

史
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
越
中
島
や

品
川
の
砲
台
（「
御
台
場
」）
を
中
心
に
幕
末

期
の
江
戸
湾
防
備
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
講
演
会
の

要
旨
を
は
じ
め
、
越
中
島
の
歴
史
、
あ
る
い

は
「
古
写
真
の
中
の
江
東
」（
豊
洲
）
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
越
中
島
と
そ
の
周
辺

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
号
は
前
述
の
切
石
に
つ
い
て
、

調
査
結
果
の
概
要
を
報
告
す
る
予
定
で
す
。
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江
東
区
に
は
、
昭
和
30
年
頃
に
撮
影
し
た

古
写
真
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、

2
年
後
の
『
江
東
区
史
』（
32
年
刊
）
上
梓

に
向
け
て
、
区
内
各
所
の
風
景
を
写
真
に
収

め
て
い
た
か
ら
で
す
。
カ
メ
ラ
が
貴
重
な
頃
、

人
々
が
撮
影
し
た
写
真
の
対
象
は
、
そ
の
多

く
が
人
物
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
以
前
の
首
都
東
京
の
姿
を
写
し
た

風
景
写
真
は
、
町
の
変
遷
を
知
る
上
で
貴
重

と
い
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
古
写
真
の
中
に

は
、
ど
の
よ
う
な
〝
昔
の
世
界
〞
が
広
が
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
豊
洲
の
遠
望
写
真
を
取
り
上
げ
、

当
時
の
風
景
に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

豊
洲
の
歴
史

　

豊
洲
は
、
越
中
島
の
南
に
位
置
し
ま
す
。

ゆ
り
か
も
め
や
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
が
通

り
、
駅
周
辺
に
は
高
層
ビ
ル
の
オ
フ
ィ
ス
や

マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
び
ま
す
。
ま
さ
に
、

東
京
の
現
代
的
な
都
市
景
観
を
呈
す
る
地
域

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
60
年
ほ
ど
前
の
昭

和
30
年
頃
に
は
、
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
現

在
と
は
違
っ
た
〝
世
界
〞
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
も
そ
も
、「
間あ
い

の
洲す

」（『
江
戸
砂
子
』）

と
呼
ば
れ
た
砂
洲
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
の

あ
た
り
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
深
川
浦
な
ど

の
漁
場
で
し
た
。
明
治
以
降
に
な
る
と
、
こ

の
豊
か
な
海
が
広
が
る
辺
り
は
、
ヒ
ビ
建
場

と
な
り
、
漁
業
に
加
え
、
海
苔
養
殖
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
末
年
頃

か
ら
埋
め
立
て
が
始
ま
る
と
、
埋
め
立
て
ら

れ
た
土
地
は
、
昭
和
8
年
に
深
川
区
に
編
入

さ
れ
、
同
12
年
に
は
豊
洲
1
〜
5
丁
目
の
町

名
が
付
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
に
な
る
と
、
3

丁
目
地
先
に
石
炭
埠
頭
が
築
造
さ
れ
、
4
丁

目
地
先
に
は
工
場
や
発
電
所
が
で
き
る
な

ど
、
埋
め
立
て
地
と
し
て
広
域
的
な
利
用
が

展
開
し
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年
の
住
宅
地
図
か
ら
、
豊
洲
1
〜

5
丁
目
の
土
地
利
用
を
見
る
と
、
1
・
2
丁

目
は
企
業
用
地
と
し
て
、
3
・
4
丁
目
は
企

業
の
ほ
か
個
人
住
宅
の
用
地
と
し
て
、
さ
ら

に
5
丁
目
は
個
人
住
宅
と
小
・
中
学
校
が
設

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

古
写
真
の
〝
世
界
〞

　

写
真
1
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
前
、

昭
和
30
年
頃
の
風
景
を
撮
影
し
た
も
の
で
、

相
生
橋
か
ら
豊
洲
運
河
方
面
に
レ
ン
ズ
を
向

け
て
い
ま
す
（
図
参
照
）。
左
側
に
見
え
る

塀
は
、
越
中
島
の
東
京
商
船
大
学
（
現
東
京

海
洋
大
学
）
で
、
正
面
に
は
帆
船
が
浮
か
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
先
は
豊
洲
運
河
、
そ
の
運

河
を
挟
ん
だ
右
側
の
土
地
が
豊
洲
に
な
り
ま

す
。
ち
な
み
に
、
手
前
の
商
船
大
学
内
に
も

帆
船
の
先
端
が
見
え
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
が

明
治
丸
で
、
正
面
に
あ
る
船
は
別
の
帆
船
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

写
真
2
は
、
現
在
の
豊
洲
を
ほ
ぼ
同
位
置

か
ら
撮
影
し

た
も
の
で

す
。
そ
こ
に

写
る
風
景
は

一
変
し
て
い

ま
す
。
こ
の

2
枚
の
写
真

を
比
較
す
る

と
、
単
に
風

景
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
経
済
成
長

期
を
挟
ん
だ
60
年
と
い
う
時
間
が
、
臨
海
部

の
役
割
を
大
き
く
変
え
た
こ
と
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

豊
洲
遠
望

古
写
真
の
中
の
江
東

写真2 現在の豊洲

写真1 昭和30年頃の豊洲

写真の撮影方向（2枚とも）

駅

都営大江戸線

越
中
島
駅

JR京
葉
線

越中島一丁目

豊洲一丁目

越中島二丁目

牡丹公園

越中島公園

東京海洋大学

越中島橋

相生橋相生橋

黒船橋

下町文化262号_了.indd   2 13.7.10   3:34:55 PM



3

　

江
東
区
清
澄
に
あ
る
清
澄
庭
園
。
現
在
も

都
会
の
な
か
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
多
く
の

人
々
が
訪
れ
ま
す
。
し
か
し
、
関
東
大
震
災

以
前
の
庭
園
は
、
現
在
西
隣
り
に
隣
接
す
る

清
澄
公
園
も
含
ん
だ
広
大
な
敷
地
で
、
東
側

（
現
在
の
庭
園
側
）
に
は
日
本
館
（
河
田
小

三
郎
設
計
）
が
、
西
側
（
公
園
側
）
に
は
洋

館
（
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
設
計
）
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
関

宿
藩
（
現
千
葉
県
野
田
市
）
下
屋
敷
を
中
心

と
し
た
武
家
地
で
し
た
が
、
現
在
の
清
澄
庭

園
は
、
そ
の
跡
地
を
三
菱
の
創
始
者
岩
崎
弥

太
郎
が
購
入
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

深
川
親
睦
園

　

岩
崎
弥
太
郎
が
土
地
を
購
入
し
た
の
は
、

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
で
す
。
そ
の
2
年

後
の
同
13
年
に
は
、「
深ふ
か
が
わ
し
ん
ぼ
く
え
ん

川
親
睦
園
」
と
名

付
け
、
来
客
の
接
待
や
社
員
の
慰
安
の
場
と

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
弥
太
郎
は
庭
園
の

整
備
を
行
い
、
全
国
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た

名
石
が
、
庭
園
に
あ
る
池
の
周
辺
各
所
に
配

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

弥
太
郎
が
没
す
る
と
、明
治
18
年（
１
８
８
５
）

に
弟
の
弥
之
助
が
2
代
目
を
引
き
継
ぎ
、
庭
園

は
完
成
し
ま
し
た
。
汐
入
り
の
廻か
い
ゆ
う
し
き
て
い
え
ん

遊
式
庭
園

で
、
隣
接
し
て
流
れ
る
隅
田
川
か
ら
水
を
引

い
た
大
泉
水
は
、
汐
の
干
満
で
庭
園
内
の
池

の
水
位
が
上
昇
、
下
降
を
繰
り
返
し
、
海
さ

な
が
ら
の
環
境
が
再
現
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
ほ
か
、
築つ
き
や
ま山
（
富
士
山
）
や

枯か
れ
さ
ん
す
い

山
水
な
ど
、
名
石
と
と
も
に
景
観
を
構
成

す
る
要
素
が
設
け
ら
れ
、
周
辺
と
は
異
な
っ

た
空
間
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

岩
崎
家
3
代
目
久ひ
さ

弥や

の
事
跡
を
著
し
た

『
岩
崎
久
弥
伝
』
に
は
、
こ
こ
に
は
「
旧
幕

時
代
か
ら
大
名
屋
敷
の
池
庭
が
あ
っ
た
。
弥

太
郎
は
そ
れ
ら
の
庭
を
改
修
し
、
こ
れ
を
総

合
拡
張
し
て
新
た
に
林
泉
の
布
置
を
定
め
て

こ
こ
に
一
大
庭
園
を
造
築
し
た
」
と
あ
り
、

も
と
も
と
あ
っ
た
大
名
庭
園
を
基
礎
と
し
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、『
清
澄
庭
園
』

（
北
村
正
信
著
）や『
造
園
雑
誌
』（
井
上
清
談
、

１
９
５
６
年
）
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新

の
混
乱
で
、
大
名
庭
園
は
荒
廃
を
極
め
て
い

た
と
、
購
入
当
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

清
澄
庭
園
の
造
園
技
法

　

荒
廃
し
た
大
名
庭
園
を
基
礎
に
、
造
園
さ

れ
た
親
睦
園
に
つ
い
て
、
明
治
末
〜
大
正
期

に
宮
内
省
の
庭
園
技
師
を
務
め
た
造
園
家
椎

原
兵
市
は
、
そ
の
著
書
『
現
代
庭
園
図
説
』

中
の
「
岩
崎
別
邸
の
清
澄
園
」
と
題
さ
れ
た

一
文
で
、
大
正
末
の
清
澄
庭
園
を
次
の
よ
う

に
評
し
て
い
ま
す
。

　

庭
園
は
も
と
久
世
・
戸
田
・
黒
田
家
な
ど

の
大
名
屋
敷
で
、
維
新
で
荒
廃
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
林
泉
の
面
影
」
や
「
老
樹
巨
石
」

が
少
な
か
ら
ず
残
存
し
て
い
た
と
、
庭
園
整

備
前
の
様
子
を
記
し
た
う
え
で
、
造
園
に
関

し
て
は
「
江
戸
時
代
の
系
統
に
属
す
る
廻
游

的
潮
入
林
泉
」
で
、「
他
の
類
型
的
の
も
の

と
異
り
極
め
て
巧
妙
に
し
て
雄
な
地
割
と
配

置
を
有
し
」
て
い
る
こ
と
、
岩
組
に
つ
い
て

は
、
そ
の
手
法
が
「
錯
爽
の
跡
も
な
い
で
も

な
い
が
局
部
的
に
は
何
れ
も
優
秀
な
技
巧
を

発
輝

（
マ
マ
）さ

れ
」
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
写
景

的
場
面
の
多
い
廻
游
的
の
庭
に
於
て
且
つ
そ

れ
が
多
く
の
造
庭
師
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
に

も
拘
ら
ず
大
な
る
破
綻
も
な
く
相
調
和
統
一

さ
れ
て
い
る
点
は
実
に
感
嘆
に
値
す
べ
き
も

の
で
あ
る
」
こ
と
。
そ
し
て
、
最
後
は
「
三

菱
船
腹
」
を
利
用
し
て
運
搬
し
た
庭
石
は
、

「
遠
近
を
論
ぜ
ず
各
地
よ
り
品
質
形
状
の
優
秀

に
し
て
奇
抜
な
る
奇
厳
珍
石
を
多
く
蒐
集
し

て
造
営
さ
れ
て
い
る
の
は
本
園
の
誇
り
で
あ

ろ
う
」
と
の
言
葉
で
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
書
籍
は
、
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

3
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
年
の
9
月

に
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
清
澄
庭
園
に

も
多
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
評
は
、

震
災
以
前
の
清
澄
庭
園
に
関
す
る
も
の
で
、

そ
こ
に
「
感
嘆
に
値
す
べ
き
も
の
」
と
記
さ

れ
て
い
る
点
が
造
園
技
術
の
高
さ
を
示
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
庭
園
は
、
震
災
後
の
大
正
14
年
に
東

側
約
半
分
（
１
５
５
４
１
坪
）
が
東
京
市
に

寄
付
さ
れ
、「
清
澄
庭
園
」
と
し
て
市
の
公

園
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

関
東
大
震
災
以
前
の

清
澄
庭
園

関
東
大
震
災
以
前
の

清
澄
庭
園

江
東
歴
史
紀
行

震災前の庭園（現清澄庭園側）

震災前の庭園と洋館（現清澄公園側）
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今
回
は
、
隅
田
川
の
河
口
部
に
位
置
す

る
越
中
島
の
歴
史
に
つ
い
て
、
文
政
11
年

（
１
８
２
８
）
に
御
府
内
の
町
が
書
き
あ
げ
、

幕
府
が
編
さ
ん
し
た
『
町
方
書
上
』（
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
、
以
下
『
書
上
』
と
略
す
）

の
記
述
を
中
心
に
お
話
い
た
し
ま
す
。

越
中
島
と
榊
原
越
中
守

　

越
中
島
が
絵
図
に
登
場
す
る
の
は
、
17
世

紀
後
半
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
明
暦
3
年

（
１
６
５
７
）
の
大
火
直
後
の
作
成
と
い
わ

れ
る「
明
暦
江
戸
大
絵
図
」（
三
井
文
庫
所
蔵
）

に
は
、
越
中
島
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
寛

文
11
年
（
１
６
７
１
）「
新
板
江
戸
外
絵
図
」

（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）
に
は
、
越
中
島

の
位
置
に
島
状
の
土
地
が
形
成
さ
れ
、「
榊

原
越
中
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
17
世
紀
後
半
の
内
容
を
示
す

と
推
察
さ
れ
る
「
深
川
総
画
図
」（
江
東
区

教
育
委
員
会
所
蔵
、
以
下
「
総
画
図
」
と
略

す
）
に
は
、
同
じ
位
置
の
土
地
に
「
榊
原
越

中
守
上あ
が
り
屋
鋪
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
以
前
こ
の
土
地
は
榊
原
越
中

守
の
拝
領
地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
江
東
区
史
』（
昭
和
32
年
刊
）
で
は
、
そ
の

拝
領
時
期
を
明
暦
、
万
治
（
１
６
５
５
〜

６
１
）
頃
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
越
中
守
」
こ
そ
、
越
中

島
と
呼
ば
れ
る
由
来
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
文
政
4
年
（
１
８
２
１
）
の
『
葛

西
志
』
に
は
、「
此
地
は
昔
海
中
の
孤
島
な

り
し
を
、
榊
原
越
中
守
某
に
賜
ひ
し
處
な
り
。

よ
り
て
越
中
島
と
は
唱
へ
た
り
し
に
」
と
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
頃
か
ら
そ
う
呼
ば
れ

た
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
享
保
17
年
（
１
７
３
２
）『
江
戸
砂
子
』

に
「
越
中
嶋　

永
代
嶋
の
海
手　

榊
原
越
中

守
殿
や
し
き
の
跡
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
に
は
一
般
的
な
呼
称
で
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

榊
原
越
中
守
と
は

　

そ
れ
で
は
、
の
ち
の
越
中
島
を
拝
領
し
て

い
た
榊
原
越
中
守
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
書
上
』
に
よ
れ
ば
、
駿
府
城
代
支
配
の

久
能
山
惣
御
門
番
と
い
う
役
職
に
つ
い
て
い

ま
し
た
。
大
名
・
旗
本
の
系
図
を
ま
と
め

た
『
寛か
ん
せ
い
ち
ょ
う
し
ゅ
う
し
ょ
か
ふ

政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
幕
府

直じ
き
し
ん臣

（
旗
本
１
８
０
０
石こ

く
）
の
榊
原
照
清
と

い
う
人
物
の
よ
う
で
す
。
勤
め
の
場
で
あ
る

久
能
山
は
、
現
在
の
静
岡
市
に
あ
る
山
で
、

徳
川
家
康
が
元
和
２
年
（
１
６
１
６
）
に
没

し
た
あ
と
、
翌
3
年
に
日
光
山
に
移
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
と
い

う
、
徳
川
家
と
は
深
い
縁
を
も
つ
大
切
な
場

所
で
す
。
幕
府
役
職
の
就
任
・
辞
任
の
年

月
日
、
就
任
者
を
ま
と
め
た
『
柳
り
ゅ
う
え
い営

補ぶ
に
ん任

』

に
よ
れ
ば
、
照
清
の
父
照
久
が
慶
長
12
年

（
１
６
０
７
）
に
久
能
山
惣
御
門
番
の
役
に
つ

く
と
、
代
々
同
家
が
こ
の
役
を
勤
め
ま
し
た
。

越
中
島
の
土
地
利
用

　

さ
て
、
照
清
が
拝
領
し
た
島
は
、
ど
の
よ

う
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
す
で
に
17
世
紀
後
半
に
は
土
地
を
形
成

し
、「
武ぶ

し

ち

ご

士
地
御
拝は

い
り
ょ
う

領
の
御
屋
敷
」（『
書
上
』）

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
絵
図
に
見

え
る
こ
の
島
状
の
土
地
は
、
風
が
強
く
、
高

波
に
よ
っ
て
徐
々
に
屋
敷
地
が
流
出
す
る
た

め
、
の
ち
榊
原
氏
は
幕
府
に
返
上
し
、「
御

上
り
地
」（『
書
上
』）
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
書
上
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
の
元
禄
年

中
（
１
６
８
８
〜
１
７
０
４
）
に
は
、
越
中

島
側そ
ば

を
流
れ
る
大
川
筋
（
隅
田
川
）
の
上か

ず
さ総

澪み
お

が
埋
ま
っ
た
た
め
、
土
を
浚さ

ら
い
、
そ
の
土

を
「
榊
原
越
中
守
様
御
上
地
跡
」
地
に
捨
て

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
高
に
な
り
、
正

徳
元
年
（
１
７
１
１
）
に
は
御
家
人
43
人
の

拝
領
町
屋
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
文
政

11
年
、『
書
上
』
当
時
に
越
中
島
町
の
定
行

事
を
し
て
い
た
平
助
の
「
祖
々
父
平
助
」
が

預
か
り
、
地じ

守も
り

役や
く
を
勤
め
た
よ
う
で
す
。
ち

な
み
に
、
榊
原
家
の
よ
う
に
将
軍
に
接
見
で

き
る
旗
本
と
異
な
り
、
御
家
人
は
お
目
見
え

が
で
き
な
い
幕
府
直
臣
の
こ
と
で
す
。

越
中
島
町
に
つ
い
て

⑴ 

範
囲

　

現
在
、
越
中
島
は
1
〜
3
丁
目
ま
で
の
か

な
り
広
い
地
域
名
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
幕

末
以
降
に
進
め
ら
れ
た
埋
め
立
て
に
よ
り
、

現
在
の
形
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
江
戸
時

代
は
も
っ
と
狭
い
範
囲
で
、
越
中
島
の
名
称

は
、
町
と
し
て
成
立
し
て
い
た
越
中
島
町
・

越
中
島
拝
借
地
に
見
ら
れ
る
の
み
で
、
他
に

は
築
出
新
地
な
ど
が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。

　
『
書
上
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
越
中
島
町

は
、
総
坪
数
１
２
０
０
坪
程
で
、
東
は
松
平

伊
豆
守
下
屋
敷
、
西
は
大
嶋
町
代
地
、
南
は

曲
淵
日
向
守
下
屋
敷
ほ
か
、
北
は
川
向
大
嶋

町
と
境
を
接
し
て
い
ま
し
た
。
家
数
は
45
軒

で
、
内
訳
は
家
守
（
管
理
人
）
4
人
、
店
借

り
（
借
家
人
）
16
人
、
地
借
り
（
土
地
の
借

用
人
）
25
人
で
し
た
。

　

先
述
の
正
徳
元
年
か
ら
１
４
０
年
ほ
ど

経
っ
た
嘉
永
5
年
（
１
８
５
２
）
に
成
立
し

越
中
島
町

江
戸
の
町
内
探
訪
⑥

深川総画図（部分）
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た
「
本
所
深
川
絵
図
」（
尾
張
屋
板
、
以
下

「
絵
図
」
と
略
す
）
の
越
中
島
あ
た
り
に
は
、

松
平
下
総
守
と
水
野
土
佐
守
の
2
つ
の
大
名

下
屋
敷
（
現
在
の
越
中
島
1
付
近
）
が
見
え
、

そ
の
隣
に
石
置
場
（
越
中
島
1
・
牡
丹
1
・

古
石
場
1
付
近
）
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。『
書

上
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
石
置
場
は
、
越
中
島

町
を
拝
領
し
て
以
降
、
石
問
屋
の
石
置
き
場

と
し
て
町
が
貸
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
元

で
自
然
と
「
石
置
場
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
石
置
場
」

は
越
中
島
町
の
範
囲
に
含
ま
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
総
画
図
」
を
見
る
と
、
す
で
に

松
平
伊
豆
守
下
屋
敷
が
榊
原
越
中
守
の
拝
領

地
と
は
別
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
絵
図
」

に
お
け
る
越
中
島
の
範
囲
は
、
松
平
下
総
守
、

水
野
土
佐
守
、
大
島
町
（
飛
地
）、
石
置
場
、

「
丁
」（
町
の
こ
と
）
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、「
尾
張
殿
」

が
含
ま
れ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

⑵ 

成
立
時
期

　

つ
ぎ
に
、
越
中
島
町
の
成
立
時
期
に
つ

い
て
で
す
が
、『
書
上
』
に
は
、
御
家
人

の
拝
領
地
の
地
続
き
に
、
町
奉
行
支
配
で

１
２
０
０
坪
の
拝
借
地
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
土
地
が
の
ち
に
越
中
島
町
に

な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
土
地
は
、
も
と
も
と
御
家
人
の
拝
領

地
の
内
で
、
祖
々
父
の
平
助
が
地
守
を
し
て

い
ま
し
た
が
、「
内う
ち
う
み
ば
た

海
端
」
に
（
東
京
湾
に

面
し
て
）
あ
り
、
波
で
「
欠
崩
流
出
」
す
る

地
所
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
打
捨
置
」

け
ば
、
ま
た
ま
た
拝
領
地
が
残
ら
ず
失
わ
れ

て
し
ま
う
た
め
、
享
保
15
年
（
１
５
３
０
）

に
町
奉
行
諏
訪
美
濃
守
に
開
発
、
築
立
て
を

願
い
上
げ
、
許
可
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
も
何
か
と
物
入
り
の
土
地
で
し
た
が
、

丹
精
込
め
た
場
所
で
す
の
で
、
町
屋
と
し
て

家か
さ
く作

御ご
め
ん免

（
家
の
建
築
を
許
さ
れ
る
）
の
拝

借
地
に
願
い
上
げ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
延
享
4
年
（
１
７
４
７
）
10
月

に
町
奉
行
馬
場
讃
岐
守
か
ら
願
い
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
冥
加
金
と
し
て
1
年
に
16

両
づ
つ
上
納
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
ま

で
続
け
て
き
た
と
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
越
中
島
町
は
、
享
保
期

に
築
立
て
ら
れ
て
、
の
ち
に
町
場
と
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
幕
末
の
越
中
島
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
し
ま
す
。

　

越
中
島
は
、
榊
原
越
中
守
、
そ
し
て
御
家

人
拝
領
町
屋
と
移
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
と
も

と
武
家
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
幕
末
期
の
「
絵
図
」
を
見
て
も
、
や

は
り
忍
藩
（
埼
玉
県
）
の
松
平
下
総
守
と
紀

州
藩
（
和
歌
山
県
）
徳
川
家
の
附つ
け
が
ろ
う

家
老
水
野

土
佐
守
の
屋
敷
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
附
家

老
と
は
、江
戸
時
代
の
初
期
に
御
三
家（
尾
張
・

紀
伊
・
水
戸
）
を
支
え
る
た
め
、
各
家
の
家

老
と
し
て
附
け
ら
れ
た
徳
川
家
家
臣
で
す
。

　

当
時
、
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く

変
わ
り
、
18
世
紀
末
か
ら
日
本
周
辺
に
は
外

国
船
が
出
没
し
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
対
応

の
た
め
、幕
府
は
江
戸
湾
の
海
防（
海
の
防
衛
）

を
強
化
し
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
天
保
13

年
（
１
８
４
２
）、
湾
入
口
の
房
総
半
島
の
防

衛
を
忍
藩
に
命
じ
た
の
で
す
。
翌
天
保
14
年
、

同
藩
は
房
総
半
島
へ
の
手
当
て
の
た
め
、
越

中
島
に
屋
敷
地
（「
絵
図
」
の
松
平
下
総
守
）

を
拝
領
し
ま
す
。
そ
の
際
、
幕
府
は
越
中
島

の
町
人
た
ち
（
こ
の
範
囲
に
越
中
島
町
が
含

ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
に
立
ち
退
き
料
を
払
い
、
強
制
的

に
退
去
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
安
政
元

年
（
１
８
５
４
）
東
隣
の
土
地
が
幕
府
の
調

練
場
に
な
る
と
、
こ
の
屋
敷
は
、
元
治
元
年

（
１
８
６
４
）
に
幕
府
に
返
上
さ
れ
、
越
中
島

に
は
、
元
治
2
年
2
月
ま
で
に
砲
台
が
築
か

れ
る
と
い
う
歴
史
を
た
ど
っ
た
の
で
す
。（『
下

町
文
化
』
２
５
１
号
「
幕
末
維
新
期
の
越
中

島
」、
本
号
「
講
演
録
」
参
照
）。

　

以
上
、
越
中
島
の
地
名
由
来
、
榊
原
越
中

守
、
越
中
島
の
範
囲
、
町
の
成
立
の
経
緯
な

ど
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
の
越
中
島
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
た
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

本所深川絵図（下は部分）

尾張殿尾張殿

丁丁

石置場石置場

大島丁大島丁
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は
じ
め
に

　

今
日
の
お
話
し
の
時
代
は
、
文
久
・
元
治
・

慶
応
期
で
し
て
、
特
に
品
川
御
台
場
と
越
中

島
御
台
場
の
築
造
に
関
わ
っ
た
人
々
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
最
幕
末
期
の
江
戸
湾
防

備
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
（「
御

台
場
」
と
い
う
表
記
で
統
一
し
ま
す
）。

Ⅰ　

吹
き
荒
れ
る
攘
夷
の
嵐
と

小
野
友
五
郎
の
海
防
論

　

品
川
御
台
場
が
造
ら
れ
る
き
っ
か
け
は
嘉

永
6
年
（
１
８
５
３
）
の
ペ
リ
ー
来
航
で
す

が
、
越
中
島
御
台
場
が
造
ら
れ
る
き
っ
か
け

は
、
9
年
後
の
生
麦
事
件
で
す
。
安
政
5
年

（
１
８
５
８
）
に
米
、
英
、
仏
、
蘭
、
露
と

の
条
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
で
攘
夷
派
の
活

動
の
活
発
化
を
誘
発
し
、
同
7
年
の
桜
田
門

外
の
変
を
は
じ
め
と
し
て
、
外
国
人
や
幕
府

要
人
へ
の
殺
傷
、
襲
撃
事
件
が
続
発
し
ま
し

た
。
生
麦
事
件
は
、
文
久
2
年
（
１
８
６
２
）

8
月
21
日
、
橘
樹
郡
生
麦
村
（
現
在
の
横
浜

市
鶴
見
区
）
に
お
い
て
、イ
ギ
リ
ス
人
グ
ル
ー

プ
が
、
江
戸
か
ら
国
元
に
帰
る
途
中
の
薩
摩

藩
の
行
列
に
遭
遇
し
、
殺
傷
さ
れ
た
事
件
で

す
。
こ
の
事
件
を
大
き
な
き
っ
か
け
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
は
幕
府
に
圧
力
を
か
け
て
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
賠
償
金
問
題
に
発
展

し
、
応
じ
な
か
っ
た
薩
摩
藩
は
翌
3
年
7
月

に
イ
ギ
リ
ス
と
戦
争
（
薩
英
戦
争
）
に
入
り

ま
す
。
結
果
薩
摩
藩
は
破
れ
、
そ
れ
ま
で
の

藩
の
方
針
を
攘
夷
か
ら
開
国
、
そ
し
て
倒
幕

に
転
換
し
て
い
き
ま
す
。
同
じ
く
長
州
藩
も

下
関
戦
争
を
経
て
、
薩
摩
藩
と
と
も
に
倒
幕

に
進
ん
で
い
く
の
で
す
。

　

一
方
、
文
久
2
年
12
月
、
幕
府
の
軍
艦
方

で
あ
る
小
野
友
五
郎
が
「
江
都
海
防
真
論
」

全
7
巻
を
幕
府
に
提
出
し
、
江
戸
湾
防
備
の

再
強
化
を
上
申
し
ま
す
。
小
野
は
和
算
家
の

出
身
で
、
咸
臨
丸
の
航
海
長
を
務
め
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
測
量
、
航

海
、
天
体
観
測
、
砲
台
設
計
な
ど
に
強
い
人

物
で
す
。
こ
の
書
は
、
砲
台
の
築
造
方
法
や

砲
弾
の
飛
ば
し
方
な
ど
、
技
術
論
も
兼
ね
た

海
防
構
想
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で

小
野
は
、
御
台
場
を
基
軸
と
す
る
警
備
体
制

に
よ
っ
て
、
水
際
で
外
国
人
（
船
）
を
撃
退

す
る
と
い
う
基
本
理
念
（
沿
岸
警
衛
体
制
）

を
も
と
に
、
台
場
の
強
化
・
増
築
と
軍
艦
の

建
造
を
進
言
し
ま
す
。
軍
艦
が
何
隻
も
で
き

ま
す
と
、
そ
れ
で
敵
艦
を
迎
撃
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
二
重
の
防
衛
線
を
構
築
す

る
よ
う
上
申
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

英
国
軍
艦
の
品
川
沖
渡
来
、

江
戸
湾
防
備
強
化
の
始
動

　

生
麦
事
件
が
賠
償
金
問
題
に
発
展
し
ま
す

と
、
イ
ギ
リ
ス
は
幕
府
に
対
し
、
文
久
3
年

2
月
よ
り
次
々
圧
力
を
か
け
て
き
ま
す
。
代

理
公
使
ニ
ー
ル
が
幕
府
に
殺
傷
行
為
に
対
す

る
正
式
な
謝
罪
と
10
万
ポ
ン
ド
の
支
払
い
を

要
求
し
ま
す
。
一
方
、
薩
摩
藩
へ
は
首
謀
者

の
即
時
処
刑
と
２
万
５
千
ポ
ン
ド
の
賠
償
金

支
払
い
を
要
求
し
ま
す
。
幕
府
は
支
払
い
を

引
き
伸
ば
し
ま
す
が
、
5
月
に
な
る
と
イ
ギ

リ
ス
が
圧
力
を
高
め
て
き
ま
す
。
当
時
、
軍

艦
奉
行
を
務
め
て
い
た
木
村
喜
毅
と
目
付
の

杉
浦
梅
潭
の
日
記
に
そ
の
経
緯
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
横
浜
沖
に
12

隻
の
艦
隊
を
集
結
さ
せ
、
そ
の
う
ち
2
隻
を

品
川
御
台
場
の
す
ぐ
近
く
で
停
泊
さ
せ
圧
力

を
高
め
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
5
月
9
日
に

老
中
格
小
笠
原
長
行
が
賠
償
金
を
支
払
い
、

イ
ギ
リ
ス
軍
艦
は
退
去
し
ま
す
。

　

幕
府
で
は
、
こ
こ
ま
で
圧
力
を
か
け
ら
れ

る
と
、
現
状
の
台
場
を
使
っ
た
防
備
で
は
守

り
切
れ
な
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
す
。
品

川
御
台
場
は
11
基
計
画
さ
れ
た
う
ち
半
分

（
6
基
）
し
か
竣
工
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

工
事
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
た
第
四
・
第
七

両
台
場
の
築
造
再
開
を
軸
に
、
防
備
強
化
に

乗
り
出
し
ま
す
。
こ
れ
が
、賠
償
金
を
支
払
っ

た
す
ぐ
後
に
具
体
化
し
、
既
に
調
査
を
終
え

て
い
た
小
野
と
望
月
大
象
が
上
申
書
を
提
出

し
ま
す
。
勝
海
舟
が
編
纂
し
た
『
陸
軍
歴
史
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
海
岸
御
備
之
儀
ニ
付

申
上
候
書
付
」
が
こ
の
上
申
書
に
あ
た
り
ま

す
。
両
名
は
こ
の
上
申
書
の
な
か
で
16
項
目

の
強
化
内
容
を
挙
げ
て
お
り
ま
し
て
、
品
川

御
台
場
を
中
心
に
沿
岸
の
諸
台
場
を
整
備
し

て
防
備
を
固
め
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
彼
の
本
当
の
主
張
は
、
軍
艦
を
完
備
し

て
第
一
次
防
衛
線
を
構
築
す
る
こ
と
な
の
で

す
が
、
軍
艦
を
建
造
し
、
ま
た
購
入
す
る
に

は
、
お
金
も
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、

急
い
で
防
備
を
固
め
る
に
は
台
場
を
造
れ
ば

一
番
早
い
と
い
う
結
論
で
す
。
そ
の
場
所

は
、
品
川
の
大
井
村
か
ら
越
中
島
ま
で
で
あ

り
、
海
岸
線
に
一
定
の
間
隔
で
台
場
を
造
っ

て
守
り
を
固
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
両
名

「
最
幕
末
期
の
江
戸
湾
防
備

　
　 
―

品
川
御
台
場
と
越
中
島
御
台
場
―

」

「
最
幕
末
期
の
江
戸
湾
防
備

　
　 
―

品
川
御
台
場
と
越
中
島
御
台
場
―

」

平
成
24
年
度
文
化
財
講
演
会
講
演
録

品
川
区
立
品
川
歴
史
館

冨
川
武
史
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は
、
上
申
書
に
お
い
て
、
越
中
島
町
打
場
に

触
れ
、
佃
島
の
東
に
あ
る
水
路
・
上
総
澪
を

北
上
す
る
敵
船
を
迎
え
撃
つ
た
め
の
場
所
と

し
て
い
ま
す
が
、
御
台
場
築
造
候
補
地
と
し

て
は
挙
げ
て
い
ま
せ
ん
。
越
中
島
の
御
台
場

の
築
造
が
具
体
化
す
る
の
は
、
上
申
書
提
出

か
ら
二
ヵ
月
後
の
こ
と
で
す
。

Ⅲ　

文
久
・
元
治
・
慶
応
期
の
江
戸
湾
防
備

　

幕
府
は
、
小
野
・
望
月
の
上
申
書
に
沿
っ

て
、
御
台
場
築
造
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

最
初
の
築
造
成
功
事
例
が
、
文
久
3
年
6
月

の
浜
御
庭
御
台
場
（
現
在
の
浜
離
宮
東
南
隅
）

で
す
。
こ
の
頃
に
な
り
ま
す
と
、
越
中
島
へ

御
台
場
を
築
造
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
同
年
7
月
3
日
付
の
「
越
中

島
海
辺
砲
台
築
立
ノ
照
会
」（『
陸
軍
歴
史
』

所
収
）
は
、
幕
府
の
御
警
衛
掛
か
ら
講
武
所

奉
行
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
簡
で
す
。
内
容

は
越
中
島
の
海
辺
に
砲
台
を
築
造
す
る
場
所

を
調
べ
、
西
方
の
堤
内
に
砲
台
を
築
造
す
る

の
で
、
差
し
支
え
が
あ
る
か
ど
う
か
聞
き
た

い
と
い
う
内
容
で
、
急
に
御
台
場
の
築
造
が

具
体
化
し
た
よ
う
で
す
。

　

越
中
島
御
台
場
の
築
造
を
請
け
負
っ
た
の

は
、
相
模
国
三
浦
郡
公
郷
村
（
現
在
の
神
奈

川
県
横
須
賀
市
）
名
主
永
嶋
庄
兵
衛
と
同
堀

内
村
（
現
在
の
同
県
葉
山
町
）
名
主
葉
山
市

郎
右
衛
門
の
二
名
で
す
。「
葉
山
市
郎
右
衛

門
・
永
嶋
庄
兵
衛
申
入
一
札
」（
永
嶋
家
文
書
）

で
は
、
品
川
第
四
・
第
七
台
場
、
佃
島
・
越

中
島
御
台
場
の
築
造
の
う
ち
、
相
模
・
伊
豆

両
国
の
石
材
の
伐
り
出
し
か
ら
運
搬
ま
で
を

請
け
負
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
越
中
島
御
台
場
が
竣
工
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
史
料
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。「
奉
願
口
上
之
覚
」（
永
嶋
家
文
書
）
は
、

元
治
2
年
（
１
８
６
５
）
2
月
頃
に
竣
工
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
、
近
年
の
研
究

で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
同
じ
年

の
8
月
（
慶
応
元
年
）
の
史
料
「
浜
御
庭
よ

り
越
中
島
迄
砲
台
御
預
之
向
江
引
渡
相
済
候

儀
申
上
候
書
付
」
は
、
浜
御
殿
、
鉄
砲
洲
、

越
中
島
な
ど
の
五
台
場
の
各
警
備
担
当
者
へ

の
引
き
渡
し
に
つ
い
て
書
か
れ
た
史
料
で
、

浜
御
殿
以
北
の
警
備
体
制
が
整
っ
た
こ
と
が

分
か
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
品
川
御
台
場
は
ど
う
な
っ
た
か
と

い
う
と
、
第
四
・
第
七
台
場
と
と
も
に
築
造

途
中
で
終
わ
っ
て
い
ま
し
て
、
第
四
台
場
は

石
組
み
の
中
腹
ぐ
ら
い
ま
で
積
ん
だ
よ
う
な

状
態
、
第
七
台
場
は
海
中
埋
め
立
て
の
状
態

で
工
事
が
終
了
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
幕
府
が
防
備
強
化
の
要
で
あ
っ
た

品
川
御
台
場
よ
り
も
沿
岸
の
越
中
島
、
浜
御

殿
な
ど
の
台
場
の
築
造
を
優
先
さ
せ
た
結
果

で
す
。
現
在
の
品
川
第
三
・
第
六
台
場
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
越
中
島

や
佃
島
の
数
倍
は
あ
る
か
な
り
大
き
な
砲
台

で
す
。
海
上
を
埋
め
立
て
て
造
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
築
造
費
用
も
時
間
も
か
か
る

と
い
う
理
由
で
中
止
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
分
、
越
中
島
や
佃
島
な
ど
沿
岸
部
の
台

場
の
完
成
が
優
先
さ
れ
た
の
で
す
。

　

最
後
に
、
静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
手
石

に
あ
る
「
記
念
碑
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
碑
の
正
面
に
十
一
面
観
音
像
を
線
刻

し
、
そ
の
他
に
工
事
請
負
者
と
造
立
趣
旨
、

石
材
の
伐
り
出
し
、
運
搬
に
関
わ
っ
た
人
々

の
名
な
ど
を
刻
ん
だ
も
の
で
す
。
造
立
趣
旨

は
、
文
久
3
年
10
月
よ
り
品
川
第
四
・
第

七
台
場
と
佃
島
・
越
中
島
御
台
場
の
石
材
を

伐
り
出
し
、
元
治
元
年
9
月
に
終
わ
っ
た
の

で
、
残
石
を
も
っ
て
碑
を
建
て
た
と
い
う
事

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
請
負
者
名
は
、
永
島

庄
兵
衛
と
葉
山
市
郎
右
衛
門
と
あ
り
、
両
名

が
石
材
伐
り
出
し
を
引
き
受
け
て
い
た
こ
と

が
、
こ
の
石
碑
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。
銘
文

だ
け
を
み
ま
す
と
、
石
材
伐
り
出
し
が
無
事

終
了
し
た
こ
と
を
記
念
し
た
碑
の
よ
う
に
思

え
ま
す
し
、
や
は
り
地
元
で
も
記
念
碑
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
十
一
面
観
音

が
刻
ま
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
疑
問

を
も
つ
わ
け
で
す
。
私
は
、
記
念
碑
の
意
味

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
方
で
伐
り
出
し
工
事

で
亡
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
人
び
と
を
供
養
す

る
意
味
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
と
め

　

品
川
御
台
場
を
は
じ
め
、
周
辺
の
台
場
は

何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
と
よ
く
指
摘
さ

れ
ま
す
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
申
し
上
げ
て
終
わ
り
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
１
８
６
４
年
の
イ
ギ
リ
ス
側
の
史

料
で
は
、
日
本
と
の
戦
争
を
想
定
し
た
計
画

が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
ブ
ラ
ウ
ン
と
い
う
人
の
レ
ポ
ー
ト
に
見

え
、
品
川
御
台
場
を
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
い
ま

し
て
、
こ
の
当
時
、
品
川
御
台
場
は
外
国
に

対
し
て
あ
る
一
定
の
脅
威
、
抑
止
力
に
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
品
川
御
台
場
は
、
越
中
島
御
台
場
を
含

め
た
沿
岸
の
諸
台
場
と
の
二
重
防
備
体
制
と

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
一
連
で
あ
の
辺
り

の
砲
台
に
は
注
意
が
必
要
だ
と
い
う
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
幕
府
の

御
台
場
の
築
造
目
的
は
、
戦
争
で
は
な
く
、

戦
争
回
避
の
手
段
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
越
中
島
御
台
場
も
同
じ
役
割
を

も
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
は
、
明
治
に
至
り
練
兵
場
に
な
り
ま

し
た
。
越
中
島
御
台
場
は
埋
め
立
て
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
御
台
場
で
使
用

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
石
材
が
残
っ
て
お

り
、
そ
の
歴
史
を
い
ま
に
伝
え
て
い
ま
す
。

※ 

こ
の
記
録
は
平
成
24
年
10
月
31
日
に
江
東

区
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
講
演
の
要

旨
で
す
。
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仙
台
堀
川
公
園
内
に
あ
る
旧
大
石
家
住
宅

は
、
江
東
区
内
最
古
の
民
家
建
築
で
す
。
建

て
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
、
今

か
ら
１
６
０
年
以
上
前
で
、
地
震
や
水
害
な
ど

の
災
害
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
き
た
貴
重
な
建
物

で
す
。
旧
大
石
家
住
宅
で
は
、
季
節
ご
と
に

年
中
行
事
の

飾
り
付
け
を

行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は

旧
大
石
家
住

宅
で
実
施
し

て
い
る
年
中

行
事
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

五
月
飾
り

　

端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
で
、
区
民
の
方
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
五
月
人
形
を
古
民
家
内
に
飾

り
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
の
庭
に
鯉
の
ぼ
り

を
飾
り
、
鯉
の
親
子
が
空
を
泳
ぎ
ま
す
。

七
夕
飾
り

　

七
夕
に
ち
な
ん
で
、
庭
に
笹
を
飾
り
ま
す
。

来
館
さ
れ

た
方
に
願

い
事
を
書

い
て
笹
に

吊
る
し
て

い
た
だ
け

る
よ
う
、

短
冊
を
用

意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
お
話
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
毎
年
、
園
児
や
来
館
さ
れ
た
お
客

様
の
短
冊
に
よ
っ
て
、
笹
が
鮮
や
か
に
彩
ら

れ
ま
す
。

正
月
飾
り

　

新
年
を
迎

え
る
に
あ
た

り
、
古
民
家

の
入
口
に
松

飾
り
と
輪
飾

り
を
、ま
た
、

古
民
家
内
の

床
の
間
に
は

鏡
餅
を
飾
り

ま
す
。

雛
飾
り

　

桃
の
節
句
に
ち
な
ん
で
、
区
民
の
方
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
雛
人
形
を
古
民
家
内
に
飾
り
ま

す
。通
常
、

平
日
は
休

館
し
て
い

る
旧
大
石

家
住
宅
で

す
が
、
こ

の
期
間
に

は
平
日
特

別
公
開
を

実
施
し
て

い
ま
す
。

平
日
特
別
公
開
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
こ
う

と
う
区
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

旧
大
石
家
住
宅
の
年
中
行
事
は
、「
こ
う

と
う
区
報
」
で
毎
回
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

公
開
日
に
は
囲
炉
裏
に
火
を
入
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
古
民
家
の
暮
ら
し
の
一
部
を
体
感

で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
様
も
仙
台
堀
川

公
園
の
散
歩
が
て
ら
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

利
用
案
内

所
在
地　

江
東
区
南
砂
5
―
24
地
先

　
　
　
　

仙
台
堀
川
公
園
内

公
開
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
休
日

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

料　

金　

無
料

交　

通　

地
下
鉄
東
西
線
「
南
砂
町
駅
」

　
　
　
　

下
車
徒
歩
15
分
、

都
営
バ
ス
「
亀
高
橋
」「
東
砂
4

丁
目
」
下
車
徒
歩
5
分

東
京
9
区
文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り

　

江
東
区
以
外
に
も
都
内
に
は
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
古
民
家
が
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
10
月
か
ら
11
月
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
る
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
期
間
に
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
詳
細
は
次
号
の
下
町
文
化
に
掲

載
予
定
で
す
。

旧
大
石
家
住
宅
友
の
会

　

旧
大
石
家
住
宅
の
保
存
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
清
掃
や
囲
炉
裏
の
火
入

れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財
係
で

は
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
区
内

在
住
で
平
日
の
活
動
が
可
能
な
方
、
古
民

家
の
保
存
や
地
域
の
歴
史
・
文
化
財
に
関

心
を
お
持
ち
の
方
は
、
区
役
所
4
階
文
化

財
係
と
旧
大
石
家
住
宅
に
申
込
用
紙
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
不
明
な
点
は
文
化
観
光
課
文
化
財

係
（
３
６
４
７
―
９
８
１
９
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旧
大
石
家
住
宅
の

           

年
中
行
事

囲
炉
裏
ば
た（
旧
大
石
家
日
記
） 

⑭

旧大石家住宅友の会の活動の様子
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